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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
半導体発光素子材料においては,発光効率の増大は常に要求される課題である｡超格子構造はそれに応
える構造として,これまで多くの理論的 ･実験的研究が行われてきた｡一方,通常の規則超格子と異なり,
層厚に人為的な不規則性を導入した不規則超格子は,規則超格子より大きな発光効率を示すなど,不規則
性に由来する波動関数の局在化に基づく特異な光学物性を示し,半導体発光材料として応用上興味ある材
料である｡ しかしながら,これまで不規則超格子における不規則性と光学億性に関する系統的な研究は行
われておらず,その物性の詳細な解明が望まれていた｡本論文は,半導体発光素子用材科の高効率化のた
めの一手法である不規則超格子の光学物性を,AIGaAs系を対象材料として実験と理論の両面から検討し
た結果をまとめたものであり,得られた成果の主なものは以下の通りである｡
1･AIAs-GaAs不規則超格子において,AlAs層厚を変化させた超格子のルミネッセンス測定結果から,
この種の不規則超格子がtype-Ⅱ型の超格子としての振舞いを示すことを明らかにしている｡
2.不規則超格子に対し転送行列を用いて,量子準位と波動関数に対する理論的検討を加え,不規則超格
子が多準位に分裂していること,および各準位の波動関数が局在していることを明らかにしている｡
3.不規則超格子における波動関数の局在と光物性との関係を明らかにするために,不規則性の異なる3
種類の試料群を作製し,それらの発光特性,光学遷移過程の実験的検討から,不規則性とキャリアの
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局在現象の間の関係を明確にし,不規則性が最も大きく現れる条件を導いている｡
4.エレクトロリフレクタンス法により,理論的に導いた不規則超格子中の多準位の形成と波動関数の局
在現象を,初めて実験的に直凝観測することに成功している｡
以上を要するに本論文は,不規則超格子に関する不規則性の程度とキャリアの局在ならびに光学物性との
関係を理論的実験的に検討し,不規則超格子の発光材料としての有用性を明らかにしたものであり,学術
上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるもの
と認める｡また,平成9年1月7日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と
認めた｡
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